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財団法人 日本自動車研究所

審査登録センター (」IR RB)

更新登録 (環境 )

登録番号 更新 B 登録者名 登燎範囲

J☆[PO106 2008 5 25 日本発条株式会社
シー ト生産本部 横浜工場

自動車用シー ト及び内装部品の製造

JA[Ю860 20m 5 24 ―井工業株式会社 自動車用板金部品 並びに金型及び治具の製造

UttR0066 2008 5 24 カスヤ精工株式会社 自動車用エンジン部品の製造

U☆[R∝54 2∞86 20 トヨタカローラ神茉川株式会社 自動車の販売 整備及び修理

U☆[R0665 2∞8520 キリックスグループ■ 自動車の販売 整備及び修理

ネッツ トヨタ東名古屋株式会社 000名 東上社の拡大

OA[R0666 2000 527 株式会社浜松パイプ マフラー及びシー トフレーム等の自動車用金属部品の製造

更新螢録 (品質 )

登僚書号 更新 日 登録者名 登録範囲

JACP0106 2000 624 インターチップ株式会社X
アナログtlI S半 導体製品の設計 開発 製造

秩父分室の拡大

登録拡大 (品質〉

登録番号 発効 日 登燎者名 登録範囲

0船R∞76 2αお 61θ 日本整備棒式会ll
自動車用プレーキフルー

サイクラーの設計 製造

ド交換機  クー ラン ト交換機及び リ

(下線部の拡大 )

※登飾 織の拡大を合む

登録情報の.●神はJ'南 R31ト ,(ヽ tt,■,・,j●● ,bj,`)を ご参照下 さい
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環寝関連法規等の動き

「

`ヒ

学物貫排出把握管理促進法」 (化管法 PRTR法)対象物買見直しに関する報告案意見募集開始

2006年度温
=効

果ガス総排出量確報値の公表

蝶
=省

2008年 4月 28日 )

意見■集期間 ,2008,4月 28日 ～2oo8■ 5月 28日

見直しは 現行の法対象18¨質と対S外の約300画質を最新の有富性情報を■に整理し CIS“ヒ■湿,′〉
類 女示世界赫 システム)と の対|よや 法施行後のデータ等も考慮 し行われている

ユ  行 :485物質

第鐘 指定イと■物質 :35拗質  (報告対彙物質,

第2種指定化学物質 ,81物質

見● し策 :565物質

第鐘 指定化■物肇 404物質  (報告対黎物質 ,

第珈 指定化学l・l質 :10勒質

また ■がん性 .I価からの対象物疇 ,見直されている

特定第1種●定化学物質  (報告対象物質)

現  行 1121●1質

見直し案 11511質
(削 除 |メ トキサレン 追力[il:ブタジエン ホル !、 アルデヒド 2プロ■プロバン 鉛化合物 ,

※GHS(ClobaH y lL,は ,● ′●i Sy,t●m)
|[界的に統一されたルールに従つて 化学品を危険有吉仕の種類とL●により分類 し その情報が一月

でわかるよう ラ^ルで表示 した, 安全データシー トを提lltし た0するシステム

2●03■7月 に国連より勘告されたもので2008年中を目標に ■国が導入を進めている

(環境 経●イ2008年 5月 14日 )

環境省と経済産業省は イと管法第峰 第2項の規定に基づき ヽ1極F.定化学物質中 1出最および移動量の

届出を行つていた化学ノーカーの石原こ業 (株)に対 し 意図的に過小の届出 (中質)を していたことが

確認されたため 2008年 5月 14日 大阪地裁に化管■に蔦づく過料の適用を求めた

化皆I_tに I・ ける違反を理由に過ll(20万 円以 下)の適用を求めたのは今回が初めて

(彙●省20お年5月 16日 )

環境省は2000年度の日本の温
=効

ス,ス 絡排出量確報値を下表の内容で公表 した

11年比.I価としては 社会経済活動の拡大に伴 う●
'イ

ー起源00距増力[したが 自■行動計画 省エネ性
能向上 トップランす一基準による自動下の燃費改善 曖

^影
響等でカバーされ削減 したと分析 している

また 基準年 (90年度,比評価 として 部|1月 lJl出量は 産・・ 部門のみが16%育∫減 されているが こ

輸 オブィス 民生 発電所等 その他のlF門 は15～ 4¨哺加 している
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総り1出 量

[,● rt―C02]

基準
`「
度比増減

「●/J
|1減 量 (対fl■年 度 )

|●/.J

墾筆年 11990年 責 12億6100万

2005,■実績 13億5800万 +77

メ01午E実績 3億4000カ +12
-122

,都議定書肯1減
綺人r●
2008-2012

11●8600万 6

法規情報 (03′ 4/19～ 0,5/22)

土壌汚染対策法に行規則に基づく測定方遠の改正告示

オツン層保護法の規定改正■示

(環見省告示第414'弓 )

十壌汚染に係る環境基 ltの 測定法などに引用 している JIS(0102(工場

'1水

試験方法)=嘔除規格で

あるlS,と のr●を国るため20●8年 3月 20口 付で改 |されたことに伴 うもの

公表 : m∝年 5月 9日

I内容 1

(Dふ っ茉 ,イ オンクロ‐ 卜′ラフ法 の適用追加

(2)砒素及びセ レン :]IP質量分 lT法の適用追加

他

※ICP Induoti,ol,Coul]● d Pl`●IⅢ導結合プラズマ法 瞑 量分析におけるイオン化手lI)

※公共月水域水質環境基準測定オ法などを変更する改F■ホ (2008年 4月 1日 )と 同様の改正

=ン トリオール議定書縮約国会合 (2007年 9月 )合意事項発効に■い オノン層保護 I_t(特定物質の規制

等によるオブン層の保護に関す‐.法0つ の規定の一.Tが 醸Tさ れた

公布 :2008イ 13月 14日

地行 ,2008年 5月 14日

I内容】
ハ イ ド●クロ1,フルオロカーボン (Hr「 C)の規制 スケジュールが前倒 しされた

消費量 (2010年 t基準量か ら75%削減    (従 来,5%,
■■曇 2010年に基準量か ら75・/11減    (従 来削減な し,

2015年に再準豊か ら,0%11減     (従 来|1減な し)

2020年●即1全廃          (ガ ス漏れ補tHの み )

2030年全廃

来規市|は製造者 lt用昔は,力義務
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IS014∞ 曜 証取得にあたり

受審者からひとこと による実施:1画 ■績 従贅員 のヽ環責教育 重要

1業数台などによる月¨徹底を行ってきたI.果 約

■■とい う短い期間でしたが ´ンサルタン ト●|●t
上のご●専ゃ IЧI勁推進 メンパーの,力 と 従業

員椰力t7下で暮
=証

取F^と iり ま1た

3 今後の活動

■証を行て満足することなく ■■1ヽ らが本当の

スター トだ とい うことを再記識 し ISO lt進 メン
′`―を始め企従業員が 日々の活動をl●続 tていきま

す また 常に環境に対する意識を絆てる■ う´

ミ・ ニケーシ●ンの■■を行い 社内だけでなく地

域社会 との■ミ_‐ ケーションも今以上に充実さ

せ 地域′,方々と環●保全にた して1''■ん
=|ヽ

す

るように活動を底 ずていけたらと思います そのL
め,I動 も少しずつレ

^ルアップをはか ,1高 水■■の

環境卜今活動を行えるようこ,り れんでいこうと思
い■す

活動だ |でなく規定などの文書輌 =つ
きまして 1,

また改喜す きヽ■トルるとせいますのでしっか ,語
し合:ヽ 少しずつでも改善を行ってよ,環境に良い

活動
=自

分たちが無理なく継続 してい するよう考え

て実行 していきます まずけ J■ 正行われるサー
´ヽイランスに向 すで活動の●読 内¬監査の夫地及

び監査員のレ´ヽルアップ 予防処置等の■施を行い

準備 していきたいとせい三十

最●●にな りましたが 今■の]ヽ0認証取得にあた

'コ
ンサ′

'タ
ン トtr先 生を,|■ 多くの関r●者各位の

‐
3,パ,卜

=.ち
感謝申し |:ず よ| :と :,こ  こ(,場

をお■ ,し て御
'L中

し上 ずます

株式会社フタバ平泉
lSO事務局 青山温美

1 会社紹介

当社 よ 羮知県同崎 liに FITをする,タ バ産業 I・

式会社 J1110%出資JI I会社で 2000,2月 に興ト

藤●女イヒの残る岩手県平来‖∫モ設立された従業員
110名 の会社です 最新鋭の設li■ 若い■員の′`

ワー〔お客様に100・/● 満是いただける製 ,i,づ く,に

適進することをコンt'卜 として 「明るく■力に

これ 想像t豊かな企業J tSヽ ol■徹 し官先′,

「

項を謝固たるものとする1 馳 成に愛され 地

域ととも こ成 ltし 貢献する 以 |の :つを経常理念

とし日々つ●業,1動を,っ ています

+要■度 r.と して , 最大Iは武侑の2う00iト ラ
ンスファープレス 澪接ロボッ ト 自動溶

=機NC´ ン`グー レーザー溶接機等を有 し 自動車月

のマプラー及びボディー部品の製造を行っていま

す

2 認証取得の経緯

IS01100"認証を取得する こtlた ,午部をから

:114名 ■lSO,ご動極 メン′`一として任命t キッ

クオフ 認証Il iに 向 上ての導入教育を|´ めまし

た メンバー●|ほ とんどがISOと いう言葉 1,tlめ て

開いたとい う■に何 t,分からないところか :,の ス

ター トで 1可度も勉強会を開■ しメン′`―がISOを

知ることか ら始めました T探 り状態で ,‐ ュ

アル 規定 要慎 帳票類・ 琲 成  「 場 ,,環境影響謳

青 ,こ動す´`き0日 の仙‖1 目的 日標の作1皮 実

施il画の1成 を行い 何度も会合を工れ2007年 8月

'日
 経営すより今従業員 、́のキックオブ宣言をイT

い 2008年 3月 認証取得にⅢけlSOl`動 推進 メン

バーを中 心
` 

従業貫 丸とな り認.■ に■けて■

動を開11し ました

証もが直ぐに取 ,証めて 社内だけでなく家庭

で ,,イ iえ るよ う [廃 棄物の11減 イエネ `資
源 |を環党 月■ としてF.デイ分

'台
を筆頭に部署

長 従業員^と 活・ lを スター トしました lF景 毎

魃
）
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